
ＴＡＫＡＭＡＴＳＵプロジェクト~Ｍake  your　dream　take　wings~
目的：「大学卒業後にどのように生きていくか」までを見通しながら、自分の進路実現に向けて、どのように現在を生き、どのような未来を築いていくのかを考えて周囲と協働して行動できる生徒を育成する。
　※キャリアプラン＝進路意識高揚策（キャリア学習と課外活動など含めた総合学習）とサクセスプラン＝学習支援策が相乗的に活きる教育活動を行う。　
　　（学力があってこその進学、人間力があってこその学力）

（現行行事） キャリア学習 目的 教師の活動
総合
コマ

試験 目的
指導方針、分析の活かし方
など

２
年
次

４月 上旬 年度当初指導 2 実力テスト
２年スタート時点の学
習状況・内容定着の確
認

中旬
キャリアプラン
進路希望調査

１年次の活動を踏まえ自己の将来像に
向けて考える機会とする

・希望を集約し生徒の進路意識を把握し、
指導に生かす。
・ＰＴＡ総会資料とする。

1
4月
20日

スタディサ
ポート（SS）
学習状況調査
など

下旬

５月 上旬

中旬 南信総体

下旬

ＰＴＡ総会
修学旅行InquiryTrip

事前学習
探究学習のテーマとして

ふさわしいものを考え設定する

・修学旅行InquiryTripの大学訪問が、
学習内容を深め、広げる機会となるような
テーマ設定ができるよう支援する。

3
第1回
考査

家庭学習
重点週間

学習習慣維持状況・
内容定着の確認

理科・社会も含めて「予
習・授業・復習」のサイク
ルを維持・定着させること
の重要性を意識させる。

６月 上旬
県大会

芸術鑑賞
CM

先輩と語る会
大学の学びを知る、

入試について考える、
職業観を深める

・教育実習生と連絡をとりながら生徒の希
望調査も行う。

中旬 北信越大会 信大説明会

改めて地元国立大学の
講義・説明を聞くことで

学部学科のイメージを広げ
具体的な志望校選定の参考とさせる

下旬 高松祭 2

７月 上旬 1
第2回
考査

学習習慣維持状況・
内容定着の確認

５教科全てに取り組めてい
るか、行事・班活動の中心
となりながらも学習習慣が
維持できてきているか、確
認する。

中旬
スキルアップⅢ
小論文模試①

・１年次よりもハイレベルな小論文を
作成する。
・テーマに沿って、現代社会の問題も
織り込みながら自己の考えを論理的に
記述できるような力を育成する。

・学習係と国語科を中心に教材選定、指導
方法などを工夫する。
・リライトも含めて計画する。

1
7月
6日

総合学力
テスト

（進研模試）
「志望校」を意識付け

志望校判定が出る模試とし
て、進路目標が具体化して
きているかも含めて自身の
課題をつかむものとして模
試に臨ませる。

下旬

８月 上旬

夏の体験プロジェクト
Ⅱ

O.C.　就業体験　等

キャリア学習として
自分の進路に合わせた個別の
ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽや職場体験で
さらに視野を広げさせる

前年度と同じ

・医療系希望者は３年生ではなかなか行け
ないので、２年次までに行かせる。

中旬

下旬
修学旅行InquiryTrip

事前準備

探究学習のテーマについて
意見をまとめておき、

大学訪問当日の充実へ向けて
準備する

・服装、礼儀作法指導
・係分担等確認
・大学訪問などの訪問先への謝礼等準備

2

実力
テス
ト

8月
24日

全統
記述模試

夏休み中に取り組んだ
復習状況の確認

９月 上旬 修学旅行InquiryTrip
事後にレポートをまとめ、
探究学習の仕上げとする。

２
＋
６
＋
６

中旬 科目選択説明会

下旬
第3回
考査

１０月 上旬 ＣＭ クラスの団結力、協働力を育む。

スタディサ
ポート（SS）
学習状況調査
など

中旬 教育懇談会
下旬

１１月 上旬
英語成績提供システム

共通ID取得手続き
入試に関わる具体的な手続き作業を

適切に進め、ID等の管理徹底をする。
・ID取得手続きを進めさせ、自己管理を徹
底させる。

11月
9日

総合学力
テスト

（進研模試）

５教科受験スタートに
より受験勉強スタート
へつなげる

高校の教養としても、５教
科全ての学習が充実するよ
う、科目を捨てないよう、
取り組みへの努力を促す。

中旬

下旬

国数英　各教科で
弱点分野（必要に
応じ層別に）を把
握し、科としての
対応策を考え、還
元する

↓・行事ごとに必ず、事前学習（目的提示＆調査学習など）、事後学習（感想・振り返り記入）を行わせる。
↓・職員会議で、事前に目的と計画を提示し、事後に生徒の振り返りを含めて実施内容を報告する。
↓・生徒には全ての活動について記録を取らせていく。（校外活動、資格取得なども）

＊このプランはあくまでも三年間の教育活動の全体的な流れであり、基本となるものです。個々の活動を規定するものではなく、目標に向けての、生徒の学びおよび教員の教育活動の、見取り図的なものです。
キャリアプラン（進路意識高揚策） サクセスプラン（学習支援策）

教師の活動
上位層　　中下位層

修学旅行InquiryTrip
事前学習

探究学習のテーマについて
目的・意義・内容などを発表し、

意見交換する

・知識吸収への意欲向上や協働性涵養が図
られるようテーマごとにアドバイスを考え
る。

目標を

具体化

＆

学習の

質の向上

知識を持つことでの

傾聴力・思考力の向上

学習サイクル

再確立

＆

主体的かつ

協働的に

取り組む

視野を

広げる

知識を持つことでの

傾聴力・思考力の向上

より深い興味関心を

持つことでの

モチベーション向上

知識を持つことでの

研修内容の充実化

「書く」経験による

知識欲の向上



１２月 上旬
修学旅行InquiryTrip

事後まとめ

探究学習の成果を含めて
進路希望や志願理由など

ポートフォリオとしてまとめる

・Japan　e-Portfolio　に載せるデータと
して文章をまとめさせ、データ連携の確認
をする。（～２月）

2
第4回
考査

中旬
12月
7日

ＧＴＥＣ

下旬
スキルアップⅣ
小論文模試②

・小論文を利用した入試を見据える。
・一般的に、記述力向上を図るきっか

け
として取り組む。

・小論文を利用した入試を見据えて取り組
ませる。
・入試に利用しなくても一般的な記述力向
上を図るものとして取り組ませる。

12月
21日

GPS
-Academic

１月 上旬 慰霊式

中旬
センター

試験
1月
11日

総合学力
テスト

（進研模試）

１・２年次の範囲の
学力測定

１年後の入試本番を意識さ
せ、志望大学合格へ向けた
自身の位置・課題をつかみ
受験生としてスタートをき
らせる。入試本番と最も相
関関係の強い模試とも言わ
れるもの。

下旬
1月
25日

駿台全国模試
全統記述模試

２月 上旬
2月
1日

共通テスト
早期対策模試
（進研ﾏｰｸ）

記述を含むマーク形式
に慣れさせ、既習範囲
の定着度を確認する

高１高２までの内容習得の
漏れ・ヌケを確認し補充を
促す。

中旬

下旬
第5回
考査

３月 上旬 卒業式
志望校合格へ向けた
受験勉強計画立案

・具体的な点数や偏差値の目標を明確
にし、学習内容・時間の計画を共通テ
ストおよび２次試験まで見通して立て
る。（長期・中期・短期）
・英語の外部検定の受験計画を立てる

・合格圏内（模試Ｂ判定以上）まであと何
点かなど具体的な計画を立てられるような
記入用紙を準備し、各自で計画を立てられ
るように支援する。
・３月～３年次スタートへ向けた学習が効
果的になるように、３月特編授業を計画す
る。

2

中旬 同窓会講演会

同窓会講演会により
同窓会の支援と

学校の歴史と伝統を感じつつ
進路意識の視野を広げさせる

2

下旬 ）

自己の

現時点での

力を把握し

目標を

定め

学力差を

埋めるため

の

学習計画を

立てる

知識を持つことでの

傾聴力・思考力の向上


